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目標

回
授業
方法

１回 丹波 講義

２回 丹波 講義

３回 丹波 講義

４回 丹波 講義

５回 丹波 講義

６回 丹波 講義

７回 丹波 講義

８回 丹波 講義

９回 丹波 講義

10回 丹波 講義

11回 丹波 講義

12回 丹波 講義

13回 丹波 講義

14回 丹波 講義

15回 丹波 講義

物理学
Physics

丹波 之宏（非常勤）
教員への連絡方法
(メールアドレス)

履修
年次

ｵｰﾌﾟﾝｸﾗｽ

選択
区分

教養・基礎科目 

レポート課題（70%）、講義への参加度（30%）

実務経験を活かした教育の取組

ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ・
ﾎﾟﾘｼｰ
（DP）

Ｂ 人々の生活に根ざした看護を実践するための幅広い教養と専門的知識を有している。（知識・理解）

Ｇ 看護学に対する研究的視点をもち、主体的に学ぶ姿勢を有している。（関心・意欲）

授業
形態

講義

力学・熱学・電磁気学・原子物理学についての基本事項を学び、これを通して様々な自然現象、特に医療や看護に関連する事象
について、物理的な物の見方と考え方を適用できるようにする。

2年次
前期

科目等
履修生選択

科目
区分

教科書
完全版 ベッドサイドを科学する―看護に生かす物理学 改訂第3版
平田雅子著／学研メディカル秀潤社／

行わない

１．力や熱現象、電磁気、原子物理学の知識や考え方に基づき、様々な自然現象、特に医療や看護に関連する事象について
    説明できる。
２．課題に応じて図書館等を活用し自身の知識を補い、様々な自然現象について記述できる。

成績評価方法
(基準)

単位数
(時間)

2(30)

参考書等
なし

再試験の有無と
基準等

備考

学生の主体性を伸ば
すための教育方法と
学生への期待

内容を良く復習し理解を深めること。疑問が生じた場合は、参考図書の活用ないし講義後に質問をし解決すること。

学習項目 学習内容
主担当
教　員

物理学入門 物理学についての導入

力学（１） 運動の法則について学ぶ。

力学（２） 運動量・エネルギーについて学ぶ。

力学（３） 剛体の取り扱い、特にトルクや重心について学ぶ。

熱学 熱とはなにか、基本的事項について学ぶ。

温度と圧力 温度や圧力といった日常生活に密接した様々な現象について学
ぶ。

流体  流体についての基本事項を看護に関わりの深い事例を通して学
ぶ。

振動と波動 振動や波動を取り扱う。ドップラー効果、超音波についての基
礎、さらに医療現場におけるそれらの応用事例についても学ぶ。

電磁気学（１） 電気力・電場・電位についての基礎的事項について学ぶ。

電磁気学（２） 電気回路についての基本事項学ぶ。また、電気機器の安全な取り
扱いについて理解を深める。

電磁気学（３） 電流および電流と磁場の関係について、基礎的事項を学ぶ。

光学 光とは何か、また光学機器の基本について学ぶ。

１３回目課題：講義に基づいた課題を示すので、講義最終回にレポートとして提出すること。（事後）

原子物理学（１） 原子について基礎的事項について学ぶ。

原子物理学（２） 放射線の性質、応用について基礎的事項を学ぶ。

現代物理学 生命現象を物理学から理解する試みを幾つか紹介し、物理的な物
の見方と考え方を深める。

学　　習　　課　　題


